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■「銀行頭取からホームレスへ、そして情報起業家になった男」■     
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レポートの購読有難うございます。 

メルマガに代理登録されますのでよろしくお願いいたします。 

 

フリーアドレスの方は下記メルマガへ確実に読むアドレスで登録いただきますと、 

再販権つきの有料のソフトを無料でダウンロードできたり、有益な秘密の情報があっ

たりしますので登録しておくと何かと便利です。 

もちろん無料ですからどうぞ。 

 

 

「プー太郎から月収１００万！ ヤフオク･メルマガの驚異」 

   近く「招き猫 ヤフオク・メルマガの驚異」に改題予定 

 

http://homepage2.nifty.com/tabibito/yafuoku1.htm 
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このファイルは再配布可能です。 

しかし著作権は私：市川にありますので改変は不可とします。 
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☆★☆★☆★ 人生に勝利する ★☆★☆★☆ 

 

 

 

１９２９年、アメリカでは未曾有の大恐慌が訪れた。 

 

このとき、銀行がいくつもつぶれた。 

この頃、ある銀行の頭取が行く末をはかなみ蒸発をした。 

 

彼は浮浪者となって、公園にたむろする身となったのだ。 

 

「もう二度とあんな競争世界は嫌だ」 

と、それこそ何を目的とするのでもなく、ブラブラ暮らすことになった。 

 

銀行の頭取という地位や名誉ある生活から浮浪者という生活にどこか安らぎを感じた

のかもしれないが、それにしても大変な決断とはいえる。 

 



彼はそこでこんな体験をすることになる。 

 

ある雨の日、一人の浮浪者が、 

「どこかに雨露をしのいで寝られるところはないか」 

と尋ねた。 

彼がそれらしい場所を思い出して教えると、その浮浪者はなんと彼に５セントをお礼

に手渡したのである。 

 

「雨をしのげる場所を教えただけで、５セントがもらえるとは」 

と彼は思うことになる。 

 

情報は金になる。と彼は考えたのだった。 

 

元銀行マンだったからそんな発想がわきあがったのかもしれない。 

浮浪者であっても当然、お金は必要だしあったほうがいいに決まっている。 

 

彼は紙にこういう場所で自分が知っている場所を書き出してみた。 

 

それからしばらくすると、公園にたむろしている浮浪者仲間の間に、 

「雨などで寝るのに困ったら、彼のところに行って５セント払えばいい場所を教えてもら

えらしい。」 

という評判が立つ。 

 

彼がここから得たものはお金だけではない。 

そのときに知り合った人から、自分が知らないまったく別の情報を得ることができたの

だった。 

そのおかげで、彼はこれらの情報も売るようになった。 

 

「最近やってきた○○はどこにいるか知っているか」 

と聞かれたら、 

「ああ、彼なら、○○の方にいるよ」というわけである。 

 

 

つまり彼は、いろいろな情報を収集してそれを売る「情報産業」を始めたわけである。 

 

こうしてお金をためた彼はそれから１年後には公園の近くに店を出したという。 

それは不動産であったが、１０年もした頃、彼の会社は以前の銀行よりずっと大きくな

っていたという。 

 

知識や情報を金にする、というアイデアを実行に移すかどうかは紙一重であり、その

結果は天地の違いがあるのだ。 

 



 

雨をしのいで寝る場所くらい、少しくらいは誰でも知っている。 

また日常会話の中から得たなんでもない情報を売るということは誰も考えもしない。 

 

しかし、方法や環境によってはそれが売れるのである。 

 

 

南極や北極で氷が売れないと考える人には金儲けは難しい。 

これは富に対する保有観念の差であるといわれる。 

 

こういう人は例えドン底に叩き落されても必ず這い上がる。 

 

その機会を伺って逃さない。 

 

偉大な成功を収めた人ほど、どん底に落ち、普通ならもう死ぬしかないような状況の

中から這い上がってくるのである。 

簡単にあきらめたりはしない。 

 

常に心の中にこの富裕感が在ると、人生はまるで違うものになるといわれる。 

 

貧しい心しかないとその貧しさから抜けられない、ということだ。 

 

借金のことを気にしてくよくよするのをやめたら道が開けた、という人も多い。 

 

 

皆さんは上の話を読んでどう思われたであろうか？ 

 

これは実話なのである。 

彼こそ情報起業の先駆者だったわけだ。 

 

自分にとっては普通のことでも、人から見るとそれはとても貴重な情報であることはよ

くある。 

 

情報をいかに売るのか？ 

上の話はそのヒントを与えてくれる良い例となっている。 

 

情報製作はその収集能力の差であり、販売数はその販売力の差となる。 

レベルの落ちる方が売れるのはその販売力なのである。 

 

私のようなのんびり屋だと販売力もくそもない。 

まあ、そのうちやるか。 

と１週間２週間、１ヶ月２ヶ月となり、さてと思ったら１年がたっていたというケースもあ



る。ただし、掛け声だけは勇ましかったが。今もこれは変わらない。（笑） 
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一家離散、死の縁からの奇跡の生還 

「１０年間働かずして巨額の財をＰＣ１台で成した男」 

ものぐさ１０年なまくら流金儲け 

 

「e-book 史上初めての感動の書」と超心理学の研究者に言われた極限成功法。 

 

黄金天使 

http://goldtensi.com/gold.htm 

 

 

「しあわせが向こうからやってくる １分！ おんなりょく（女力）」 

あなたに奇跡の魅力があふれ出す 

 

http://www3.ocn.ne.jp/~mahoroba/iionna2.htm 
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